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法政大学におけるメディア基盤に係わる教育・研究の発展と

情報技術の活用を図る研究センター

大規模情報システムと

計算科学の

総合的な研究及び調査

教育支援システムの

研究及び開発

情報メディア教育の

普及・指導

多様なメディアを高度に

利用して行う教育の内容・

方法等の研究及び開発

センターの紹介



3

法政大学におけるオンライン授業対応

4月上旬に「LMSを基本としたオンライン授業」を実施する方針を決定
 学生は大学に登校せず、自宅・実家から受講する

 6月30日現在も多くの科目がオンラインで開講されている

オンライン授業を支援するツールの整備
 Web会議システム

 zoom

 Webex

 LMS

 学習支援システム（LMS2020）

 Google Classroom

17000近くの開講科目で、28000人の学生に対して「一定の質を保証した授業」を提供する
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Web会議システムなどを利用して

授業をリアルタイムに実施

学生との双方向のインタラクションが可能

ICT環境に依存するところが大きい

オンライン授業の種類

LMSなどを用いて資料を配布して

各自のペースで学習

学生の自由な時間に学習できる

コミュニケーションにタイムラグが生じる

双方向オンライン型 オンデマンド配信型
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オンデマンド教材の種類

スライド資料 講義音声

講義ビデオ教科書

レジュメ

情報量に比例してデータ量（ファイルサイズ）が大きくなる

→ 配信のハードルが上がる

印刷物

LMS
配信システム
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ブラウザ上から

ビデオファイルを

アップロード

アップロード

授業に対応する

「クラス」の単位で

ユーザを管理

ユーザ管理

アップロードしたビデオを

公開範囲を設定し共有

共有

OATube
法政大学 と (株)国際テクノロジーセンター で共同開発したビデオ配信システム

評価やコメントをつけて

フィードバック

コメント
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OATube

ビデオを共有・一覧表示

ビデオをアップロード
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オンライン授業に向けて

センターとしてできることを検討
 「情報メディアを活用した研究開発および教育支援」

 研究プロジェクトの成果を学内に還元することが

ひとつのミッション

OATubeを教育支援ツールとして

全学提供することを決定
 利用のためのアカウント発行の申請が必要

（４月中はアカウント作成対応に追われることに。。）

 6月末までに500以上の授業科目で利用されている
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スタンドアロンの限界

[学生・教員] スタンドアロンのシステムにおけるユーザ体験の悪さ
 学内の統合認証を利用していない

→ OATube独自のアカウントを教員・学生それぞれに発行する必要がある

 LMSとSSOなどで連携していない

→ LMSとは別にログインした上で、該当ビデオまでたどらなければならない

[教員・管理者] クラスに紐付くアカウント・クラスの作成の大変さ
 利用を希望する教員のアカウントを作成する必要がある

 公開範囲をクラスに限定したビデオを閲覧するためには、予め学生をクラスに紐付けておく

 学生アカウントを発行するためには、クラスの履修者名簿が必要となる

→ 履修が確定するまでは変動する、履修者名簿は担当教員しか入手できない

 OATubeではCSVから一括でアカウント作成できるが、変更の度に教員からの申請が必要となる

もともとは研究プロジェクトで利用者も限られていたため、スタンドアロンで運用していた
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Learning Tools Interoperability

IMS GLCが策定した、LMSと外部ツールを連携させるための標準規格
 仕様のバージョンが付けられており、現在は1.3が最新バージョンとなっている

LMSにおけるログインユーザの情報を外部ツールに引き継げる
 多くのLMSがLTIをサポートしている

 ツール側ではLMSから送られた情報（ユーザの情報、コースの情報 など）を利用できる

→ ツール側でも「LMSでログインした状態」を引き継げる

「LMS」と「学習ツール」を疎結合にできる
 外部ツールとして機能を準備できるため、LMS本体の改修や拡張が必要ない

「LMS」と「LMS外のツール」を緩くつなぐ仕組み
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LMSのLTIツール（プラグイン）を用いて

OATubeをローンチ

LMSからOATubeを起動

ユーザが存在しなければ生成する

クラスが存在しなければ生成する

OATube側セットアップ

クラスに紐付けてビデオをアップロード

ビデオのアップロード

LTI連携機能の開発

LTI1.1 にて連携

ユーザ情報
（ID,氏名, ロール, …）
コース情報
（ID, 名称, …）

LTIで連携することで、LMSの情報を基に履修者を判別できる
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まとめ

オンライン授業の実施

 授業スタイルに応じて、リアルタイムだけでなく

メディアを用いたオンデマンド教材の利用・配信のニーズもある

複数システムを利用する上でのユーザの利便性

 システム連携の際には認証情報・認証状態を共有する必要がある

LTIの可能性

 認証情報を引き継ぐことでLMSの一部として振る舞える

 ツール側で独自にユーザ情報・授業情報を準備する必要がない
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